
協会主催研修記録 富山県私立幼稚園認定こども園協会研修

記録作成手順
１．基本情報を入力する
・「キャリアアップ研修…」の枠をクリックする
・研修番号、分野を入力する フォントサイズ：１６
・「日時…」の枠をクリックし、入力する
フォントサイズ：１２

２．写真を入れる
・「写真」枠の中央にある「山のマーク」を１回クリック
・写真を選んで、右下の「挿入」をクリック
→ 写真が枠に自動で収まります

３．文字を入力する
・「文章」枠をクリックし文字を打ち込む
・フォントサイズ：１１
・エンターで改行

３．間違えたとき
・キーボードの左下にある「Ctrl」＋「Z(ゼット)」を押す
→ １つ前の状態に戻る

４．終わったら
・左上の上書き保存(フロッピーマーク)を押して閉じる

本研修の冒頭、保育現場における造形活動の悩み
を共有し、それらを解消するための糸口として４つの
提案が講師より示された。①無意識に設定している
ゴールから離れて、その子なりの予想外の表現をお
もしろがること②造形表現への苦手意識を生む要因
としての「評価」の仕方を理解すること③「ねばなら
ない」「すべき」という固定概念から脱却すること④
造形表現を、広く捉えて「ものとの出会い、行為して
みること自体のおもしろさ」を大切にしてみること 、
これらの視点をベースに事例紹介やワークを通して
「感性」と「表現」について学んだ。

乳児も含めて子どもは本来、感じる力・表現する力
をもっており、大人がその力を信頼して見守ること、
そして応答することの重要性ついて、具体的なエピ
ソードに触れる中で理解された。またレイチェル・
カーソンの名著「センス・オブ・ワンダー」の文章引用
を共有し、美しいものを美しいと感じたり、未知なも
のに出会い感激したりするなど、感覚や感情が動か
されて、自ら「知りたい」と思う体験の大切さを改め
て認識した。講師によって示された右の「循環図」は、
感性と表現が単なる反復ではなく、らせん状に変化
したり深まったりする様子を表している。この回転に
勢いやエネルギーを与えるのが人的環境を含む周囲
の環境であり、講師の述べる「大人も一緒になってお
もしろがる」「子どもの感性・表現をおもしろがる」こ
とであると理解された。そのためには保育者自身も、
自分なりの感性や表現として、自分の心の動きを
もっと自由に「おもしろがる」ことが必要である。研
修の締めくくりとして、グループで冒頭に共有した悩
みを改めて捉え直し、学びを分かち合った。

造形に限らず、子どもたち一人ひとりの感性と表現
のおもしろさを、プロセスも含めてよみとり多方面に
伝えていくことが、保育者としての専門性あり、保育
者それぞれの感性・表現の発揮であると考えた。

日時 ： ２０２６年４月４日（土） ９：３０ー１２：３０

会場 ： 八尾コミュニティセンター

講師 ： 白梅学園短期大学名誉教授 花原 幹夫 氏

内容 ： 子どもの感性と表現を保育者がおもしろがることについて

キャリアアップ研修１【保育実践：造形】
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